
せ
　
な

が
わ

静
岡
。
瀬
名
川
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
瀬
名
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
六
月
１

一
九
九
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
川
律
子

・
勝
又
直
人
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
後
期
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

瀬
名
川
遺
跡
は
静
岡
平
野
の
北
東
部
、
沖
積
微
高
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。

瀬
名
川
遺
跡
の
北
○

・
五
血
の
と
こ
ろ
に
は
、
国
道

一
号
線
バ
イ
パ
ス
エ
事
に

伴

っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
木
簡

が
出
上
し
た
瀬
名
遺
跡
が
所
在

す
る

（本
誌
第

一
一
、　
三
二
号
）。

ま
た
、
南
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
の
東
海
道
に

接
し
、
当
時
こ
の
瀬
名
川
に
宿

駅
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
県
道
中

吉
田
瀬
名
線
の
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
南
側
で

は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
集
落
域
の
一
部
を
確
認
し
た
。
遺
構
は
東
側
の

杭
列
で
区
画
さ
れ
た
範
囲
に
集
中
し
、
二
間
×
三
間
の
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
を

は
じ
め
と
す
る
柱
穴
群
や
溝
、
井
戸
状
遺
構
な
ど
を
検
出
し
た
。

遺
構
周
辺
で
出
土
し
た
遺
物
に
は
、
青
磁
器
片
や
陶
磁
器
、
古
銭
、
硯
石
、

曲
物
や
柄
杓
、
漆
椀
、
糸
巻
具
、
横
櫛
な
ど
が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
呪
符
木
簡
は
、
集
落
域
の
北
端
で
検
出
し
た
井
戸
状
遺
構
か

ら
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
状
遺
構
は
、
直
径

一
・
七
ｍ
の
円
形
の
遺
構
で
、
深

さ
は

一
・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。
同
じ
遺
構
か
ら
は
、
椀

・
小
皿
な
ど
六
点
の
山
茶
椀

や
漆
椀
、
曲
物
、
横
槌
、
箸
状
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容□□

□

Ｐ
∞
Φ
×

卜
『
×

ヽ
　

ｏ
μ
］

木
簡
は
薄
い
板
状
の
完
形
品
で
、
下
方
に
向
か
っ
て
や
や
幅
が
狭
く
な
る
形

状
を
呈
す
る
。
両
面
に
成
形
時
の
削
り
痕
が
残
っ
て
い
る
。
墨
痕
は
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、
肉
眼
で
も
観
察
で
き
る
。
表
裏
両
面
に
符
篠
が
読

み
と
れ
る
。
表
面
は
中
央
の
墨
痕
を
中
心
に
、
「鬼
」
が
四
文
字
い
ず
れ
も
中

イ   γ
灘□□ 瀞□|ペ

□   鬼

(静岡・清水)



1997年 出上の木簡
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Ｈ

Ｈ
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＝

″

一

0    電m

央
を
天
に
し
て
異
な
る
方
向
で
書
か
れ
、
そ
の
す
ぐ
下
に
も
墨
痕
が
あ
る
。
裏

面
の
符
篠
も
ほ
ぼ
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
文
字
が
配
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「鬼
」
の
下
に
二
文
字
観
察
で
き
る
。

９
　
関
係
文
献

鉛
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『年
報
�
』
盆

九
九
八
年
）（中

川
律
子
）




